
(1) 担当支部： 石川支部 11108
分水嶺区分 2004年 5月 8日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
中川　博人 7463
大庭　保夫 11108

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 １駐車地点 136 41 35 48 29.6 673.0 8:59

２尾根取付点 136 41 35 48 9.2 684.3 9:22 A-2
分水嶺到達点 ４五現川山肩 136 41 35 47 37.3 1,240.2 11:42 B-2
W089 ５五現川山 136 41 35 47 33.0 1,223.9 11:52 12:32 B-3
分水嶺離別点 ７久沢川コル 136 40 35 47 21.9 1,078.5 14:06 14:20 B-2

８堰堤 136 41 35 48 3.0 802.9 15:39 B-3
２尾根取付点 136 41 35 48 9.2 684.3 15:57 B-2

歩行終了点 １駐車地点 136 41 35 48 29.6 673.0 16:11 A-2

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

W089 五現川 ３ 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

国道１５８号箱ケ瀬～県道～伊勢川橋～久沢川林道
駐車地点～尾根取付き～五現川山肩～五現川山～銚子洞分岐～久沢川コル～久沢川下る～尾根取付き地点～駐車地点

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

45.1

26.0
16.6
48.8

杉の植林地

平家岳
16.6
13.9
55.5

平家岳

大庭 太洋子

会員番号：大庭　保夫
(3)山行日：W089五現川山～久沢川コル

2名 1名

事務局整理記入欄 石川－3
晴れ

平家岳
平家岳
平家岳
平家岳
平家岳

１　分水嶺は、岐阜県側の長良川水系板取川と福井県側の九頭竜川水系久沢川に分ける。

特記事項

薮の中 周囲を刈払った。

保存
状況

良好

３　分水嶺上にはブナの大木がまばらにあり、チシマザサが覆うヤブ。
２　尾根取付点～五現川山肩の尾根にスギの植林上部に檜の根株や大木点在、コウヤマキも見られる。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

  写真説明：①刈り払いの踏み跡残る尾根筋　②分水嶺の笹薮

３　久沢川コルは、ブナなど高木が茂りGPSデーターの位置ズレあり。　位置は、２万５千分の１地形図1,038m地点か。
２　久沢川は、荒れて上流に延びる林道の崩壊が著しい。５～６ｍの滝あり。この沢のルートの通過は岩石の崩落に注意を要する。
１　尾根筋、分水嶺に刈り込み跡があり、ヤブ漕ぎが緩和される。

２　堰堤はコンクリートの砂防堰堤

平家岳 26.0
6時間18分総歩行時間（休憩時間を除く）：

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

１　尾根取付点～五現川山肩の尾根筋、五現川山肩～五現川山の分水嶺に境界杭が所々にあり。



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　刈り払いの踏み跡残る尾根筋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分水嶺の笹薮


